
JP 4529963 B2 2010.8.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面開口から内部に電気機器を収納可能な四角箱状のケース体と、このケース体の前面
開口を閉塞可能な蓋部の両側から後方に突出して、前方からケース体の両側外面に嵌め合
い可能な両側部を有するケース蓋とを備え、
　前記ケース体の両側外面には、前後方向に延在するアリ溝が形成されるとともに、前記
ケース蓋の両側部の内面には、前記アリ溝に係合可能なアリが形成され、この両側部の後
端部には、ケース体の後面に係止可能な係止爪が形成される一方、
　前記ケース体のアリ溝は、入口側の左右方向の隙間が広く、出口側の左右方向の隙間が
狭く設定されるとともに、前記ケース蓋のアリは、後端部側が左右方向に撓み可能である
ことを特徴とする電気機器の収納ケース。
【請求項２】
　前記電気機器はＬＥＤ等の照明器具であり、前記ケース体は透明合成樹脂製、前記ケー
ス蓋は不透明合成樹脂製であって、照明機器でケース体を透して上下方向の少なくとも一
方に照明するものであることを特徴とする請求項１に記載の電気機器の収納ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、組付け性が良好な電気機器の収納ケースに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、透明なカバーケース内にＬＥＤ（発光ダイオード）を実装した基板を収容すると
ともに、このカバーケースを外殻体内に固定した照明器具がある（特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、浴室等のように湿気の多い場所に設置する電気機器、例えば照明器具におい
て、デザイン上の観点から、前面開口から内部に電気機器（照明器具、例えばＬＥＤ）を
収納可能な四角箱状のケース体と、このケース体の前面開口を閉塞可能な蓋部の両側から
後方に突出して、前方からケース体の両側外面に嵌め合い可能な両側部を有するケース蓋
とを備え、ケース体にケース蓋が完全に嵌り合ったときに、ケース蓋の係止爪がケース体
の後面に係止されることで、ケース蓋がケース体にロックされるようにしたものが望まれ
ることがある。
【特許文献１】特開２００５－３０２４８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ケース体の両側外面に、ケース蓋の両側部を前方から嵌め合わせるとき
に、ケース体にケース蓋を真っ直ぐに、かつスムーズに嵌め合わせることができて、組付
け性が良好になること、ケース蓋の両側部の内面とケース体の外面との間の隙間から湿気
等がケース体内に浸入することを防止できること等の要望があった。
【０００５】
　本発明は、前記要望に応えるためになされたもので、組付け性が良好であるとともに、
湿気等の浸入を未然に防止できるように工夫した電気機器の収納ケースを提供することを
目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するために、本発明は、前面開口から内部に電気機器を収納可能な四角
箱状のケース体と、このケース体の前面開口を閉塞可能な蓋部の両側から後方に突出して
、前方からケース体の両側外面に嵌め合い可能な両側部を有するケース蓋とを備え、前記
ケース体の両側外面には、前後方向に延在するアリ溝が形成されるとともに、前記ケース
蓋の両側部の内面には、前記アリ溝に係合可能なアリが形成され、この両側部の後端部に
は、ケース体の後面に係止可能な係止爪が形成される一方、前記ケース体のアリ溝は、入
口側の左右方向の隙間が広く、出口側の左右方向の隙間が狭く設定されるとともに、前記
ケース蓋のアリは、後端部側が左右方向に撓み可能であることを特徴とする電気機器の収
納ケースを提供するものである。
【０００７】
　請求項２のように、前記電気機器はＬＥＤ等の照明器具であり、前記ケース体は透明合
成樹脂製、前記ケース蓋は不透明合成樹脂製であって、照明機器でケース体を透して上下
方向の少なくとも一方に照明するものである構成とすることができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ケース体の両側外面に、ケース蓋の両側部を前方から嵌め合わせると
きに、ケース体のアリ溝にケース蓋のアリを係合させるから、ケース体にケース蓋を真っ
直ぐに嵌め合わせることができ、ケース体にケース蓋が完全に嵌り合ったときに、ケース
蓋の係止爪がケース体の後面に係止されることで、ケース蓋がケース体にロックされるよ
うになる。
【０００９】
　そして、ケース体の両側外面にケース蓋の両側部を前方から嵌め合わせるとき、ケース
体のアリ溝は入口側の左右方向（アリ溝の深さ方向）の隙間が広くなっているので、ケー
ス蓋のアリの後端部（嵌め合わせ始端部）をアリ溝の入口端部に係合させやすくなる。
【００１０】
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　また、ケース蓋の両側部の後端部は、係止爪がケース体の両側外面に乗り上げることで
外方に少し押し広げられ、これに伴ってアリの後端部側も外方に変位するが、アリ溝の入
口側の左右方向の隙間が広いので、アリの後端部側がアリ溝に強く接触しなくなって、嵌
め合わせがスムーズに行えるようになる。
【００１１】
　さらに、アリ溝の出口側の左右方向の隙間が狭く（正規の隙間）なっているが、アリは
、後端部側が撓み可能であるので、アリ溝に強く接触しなくなって、嵌め合わせが最後ま
でスムーズに行えるようになる。このようにして、ケース体にケース蓋を組み付けるとき
の組付け性が良好になる。
【００１２】
　また、ケース体にケース蓋が完全に嵌り合って、ケース蓋の係止爪がケース体の後面に
係止されることで、ケース蓋がケース体にロックされると、アリの後端部側の撓み力でケ
ース蓋の両側部の内面がケース体の外面に押し付けられるので、内外面の間に隙間が生じ
なくなって、この隙間を通って湿気等がケース体内に浸入することが未然に防止できるよ
うになる。
【００１３】
　請求項２によれば、ケース体の内部にＬＥＤ（発光ダイオード）等の照明器具を収納す
れば、例えば浴室内に設置すると、ケース体を透して上下方向の少なくとも一方に淡い光
で照明することができるので、癒し効果等が期待できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００１５】
　図８（ａ）（ｂ）に示すように、電気機器である照明器具としてのＬＥＤ（発光ダイオ
ード）ユニット５の収納ケース２は、横長四角形状に形成されて、浴室の壁面１に横向き
で固定されるようになる。
【００１６】
　図８（ｂ）に示すように、収納ケース２は、前面開口３ａから内部にＬＥＤユニット５
を収納可能な横長四角箱状のケース体３と、このケース体３の前面開口３ａを閉塞可能な
蓋部４ａの両側から後方に突出して、前方からケース体３の両側外面３ｂに嵌め合い可能
な両側部４ｂを有するケース蓋４とを備えている。
【００１７】
　ケース体３は透明合成樹脂製、ケース蓋４は不透明（例えば乳白色）合成樹脂製であっ
て、ＬＥＤユニット５でケース体３を透して上下方向に淡い光で照明することで〔図８（
ａ）の一点鎖線の矢印を参照〕、癒し効果等が期待できるようになる。
【００１８】
　図１，図３～図５に示すように、ケース体３の内部の長さ方向の略中央位置には、ＬＥ
Ｄを水密状態で格納した正四角箱形状のＬＥＤユニット５が配置され、このＬＥＤユニッ
ト５は、図３のように、２組のねじ６ａとナット６ｂとで、ケース体３の底部３ｃに固定
されている。
【００１９】
　ケース体３の底部３ｃの長さ方向の略中央位置には、ＬＥＤユニット５の配線類を外部
に引き出すための筒状部３ｄが形成され、筒状部３ｄの両側には、前記のねじ６ａを挿通
させるためのねじ用孔３ｅが形成され、ねじ用孔３ｅの両側には、パッキン７（図３参照
）を介してケース体３を前記の壁面１に固定するためのねじを挿通させるねじ用孔３ｆが
形成されている。
【００２０】
　ケース体３の両側外面３ｂには、上下方向の略中間位置で前後方向に延在するアリ溝（
略逆Ｔ字状断面の凹条）３ｇが形成されている。
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【００２１】
　このアリ溝３ｇは、図５（ａ）のように、入口側の左右方向の隙間（溝深さ）ｔ１が広
く、出口側の左右方向の隙間（溝深さ）ｔ２が狭くなるような勾配形状に設定されている
（ｔ１＞ｔ２）。なお、出口側の左右方向の隙間ｔ２が通常の隙間であって、入口側の左
右方向の隙間ｔ１を通常の隙間よりも広くしていることになる。
【００２２】
　ケース体３の底部３ｃの後面３ｈには、両側外面３ｂとの角部分に、後述する係止爪４
ｆを係止するための後面凹部３ｉが形成されている。
【００２３】
　ケース体３の前面開口３ａの下位置の前縁両側部分には、小さい半円形状の水抜き孔３
ｊが形成されている。
【００２４】
　図１、図３、図６、図７に示すように、ケース蓋４の両側部４ｂの内面には、ケース体
３の両側外面３ｂのアリ溝３ｇに係合可能なアリ（（略逆Ｔ字状断面の凸条）４ｃが形成
されている。
【００２５】
　このアリ４ｃは、図６（ａ）（ｃ）のように、後端部４ｄ側の略逆Ｔ字状の縦棒部分に
切り込み（スリット）４ｅが形成されることで、後端部４ｄ側が左右方向（アリ溝３ｇの
深さ方向）に撓み可能〔図６（ｃ）の矢印参照〕となっている。
【００２６】
　ケース蓋４の両側部４ｂの後端部には、ケース体３の後面凹部３ｉに係止可能な複数個
の内向き係止爪４ｆが形成されている。
【００２７】
　ケース蓋４の蓋部４ａの内面には、長さ方向の略中央位置に縦方向に延在する上下２本
の縦リブ４ｇが形成されるとともに、長さ方向の両側位置に横方向に延在する上下２本の
横リブ４ｈが形成されている。この上下の横リブ４ｈのいずれか一方は、ケース体３にケ
ース蓋４が完全に嵌り合ったときに、ケース体３の水抜き孔３ｊの真上に臨んで、水抜き
孔３ｊの上方をカバーするようになる。
【００２８】
　前記のようにＬＥＤユニット５の収納ケース２を構成すれば、ケース体３の両側外面３
ｂに、ケース蓋４の両側部４ｂを前方から嵌め合わせるときに、ケース体３のアリ溝３ｇ
にケース蓋４のアリ４ｃを係合させるから、アリ溝３ｇによるアリ４ｃのガイドによって
、ケース体３にケース蓋４を真っ直ぐに嵌め合わせることができ、ケース体３にケース蓋
４が完全に嵌り合ったときに、図２のように、ケース蓋４の係止爪４ｆがケース体３の後
面凹部３ｉに係止されることで、ケース蓋４がケース体３にロックされるようになる。
【００２９】
　このケース体３の両側外面３ｂにケース蓋４の両側部４ｂを前方から嵌め合わせるとき
、ケース体３のアリ溝３ｇは入口側の左右方向（アリ溝３ｇの深さ方向）の隙間ｔ１が広
くなっているので、ケース蓋４のアリ４ｃの後端部（嵌め合わせ始端部）４ｄをアリ溝３
ｇの入口端部に係合させやすくなる。
【００３０】
　また、ケース蓋４の両側部４ｂの後端部４ｄは、係止爪４ｆがケース体３の両側外面３
ｂに乗り上げることで外方に少し押し広げられ、これに伴ってアリ４ｃの後端部４ｄ側も
外方に変位するが、アリ溝３ｇの入口側の左右方向の隙間ｔ１が広いので、アリ４ｃの後
端部４ｄ側がアリ溝３ｇに強く接触しなくなって、嵌め合わせがスムーズに行えるように
なる。
【００３１】
　さらに、アリ溝３ｇの出口側の左右方向の隙間ｔ２が狭く（正規の隙間）なっているが
、アリ４ｃは、後端部４ｄ側が撓み可能であるので、アリ溝３ｇに強く接触しなくなって
、嵌め合わせが最後までスムーズに行えるようになる。
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【００３２】
　このようにして、ケース体３にケース蓋４を組み付けるときの組付け性が良好になる。
【００３３】
　また、ケース体３にケース蓋４が完全に嵌り合って、ケース蓋４の係止爪４ｆがケース
体３の後面凹部３ｉに係止されることで、ケース蓋４がケース体３にロックされると、ア
リ４ｃの後端部４ｄ側の撓み力でケース蓋４の両側部４ｂの内面がケース体３の両側外面
３ｂに押し付けられるので、内外面の間に隙間が生じなくなって、この隙間を通って湿気
等がケース体３内に浸入することが未然に防止できるようになる。
【００３４】
　なお、ＬＥＤユニット５は、ＬＥＤを水密状態で格納しているので、ケース体３とケー
ス蓋４との間に厳密な水密（防水）構造は必ずしも必要ではないが、ケース体３内に湿気
が多量に入り込むと、照明効果に悪い影響を与えるので、湿気が入りにくい程度の水密（
防水）構造とすることが好ましく、この点からも、湿気等がケース体３内に浸入すること
を未然に防止することが好ましい。
【００３５】
　そして、ＬＥＤユニット５のＬＥＤは、前方に向けて発光され、その発光がケース蓋４
の内面で反射されて上下方向に分光されて、ケース体３の上下壁を透して上下方向に淡い
光で照明されるようになる。
【００３６】
　ＬＥＤユニット５のＬＥＤは、半永久的な寿命を有するので、原則的には交換等が不要
であるが、メンテナンス等のために、ケース蓋４をケース体３から取り外すときには、工
具を用いて、ケース蓋４の係止爪４ｆをケース体３の後面凹部３ｉから外した状態で、ケ
ース蓋４を後方に引き抜くことで、ケース体３から取り外すことができる。
【００３７】
　前記実施形態では、ケース体３を透して上下方向に照明するものであったが、上方向だ
けの照明或いは下方向だけの照明であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の実施形態に係る収納ケースの分解斜視図である。
【図２】図１の収納ケースであり、（ａ）は組み付け斜視図、（ｂ）は下面（底面）側の
斜視図である。
【図３】図１の収納ケースからＬＥＤユニットを取り外した状態の分解斜視図である。
【図４】図１の収納ケースのケース体であり、（ａ）は背面（後面）図、（ｂ）は平面図
、（ｃ）は正面図である。
【図５】図１の収納ケースのケース体であり、（ａ）は図４（ｃ）のＩ－Ｉ線断面図、（
ｂ）は側面図、（ｃ）は図４（ｃ）のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【図６】図１の収納ケースのケース蓋であり、（ａ）は平面図、（ｂ）は背面（後面）図
、（ｃ）は図６（ｂ）のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図である。
【図７】図１の収納ケースのケース蓋であり、（ａ）は側面図、（ｂ）は図６（ｂ）のＩ
Ｖ―ＩＶ線断面図である。
【図８】図１の収納ケースであり、（ａ）は浴室の壁面に固定した略画的斜視図、（ｂ）
は略画的分解斜視図である。
【符号の説明】
【００３９】
１　　壁面
２　　収納ケース
３　　ケース体
３ａ　前面開口
３ｂ　両側外面
３ｇ　アリ溝
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３ｈ　後面
３ｉ　後面凹部
３ｊ　水抜き孔
４　　ケース蓋
４ａ　蓋部
４ｂ　両側部
４ｃ　アリ
４ｄ　後端部
４ｆ　係止爪
４ｈ　横リブ
５　　ＬＥＤユニット（電気機器、照明器具）
ｔ１，ｔ２　隙間

【図１】 【図２】



(7) JP 4529963 B2 2010.8.25

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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